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令和３年６月４日

令和２年人口動態統計月報年計（概数）の公表

令和３年６月４日、厚生労働省政策統括官付参事官付人口動態・保健社会統計室からホームペー

ジで公表されました。

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai20/index.html

１ 調査の目的

我が国の人口動態事象を把握し、人口及び厚生労働行政施策の基礎資料を得ることを目的とす

る。

２ 調査の対象及び客体

「戸籍法」及び「死産の届出に関する規程」により届け出られた出生、死亡、婚姻、離婚及び

死産の全数を対象としているが、本概況では令和２年に日本において発生した日本人の事象を客

体としている。

３ 調査の期間

令和２年１月１日～令和２年 12月 31 日

４ 調査の方法

市区町村長が、出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の届出に基づいて人口動態調査票を作成する。

５ 結果の集計

集計は、厚生労働省政策統括官（統計・情報政策担当）で行った。

担当者：健康政策部健康長寿政策課

小川・濵田（電話：823-9683）

（がん・周産期・乳児）健康政策部健康対策課

津野・川内（電話：823-9674）

（出生・婚姻・離婚）子ども・福祉政策部少子対策課

市村・山中（電話：823-9642）

（自殺）子ども・福祉政策部障害保健支援課

森本・山岡（電話：823-9669）
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令和２年人口動態統計月報年計（概数） 高知県の概数

（注）１ 出生率、死亡率、自然増加率、婚姻率、離婚率は人口千人に対する発生率

２ （ ）内の数値は令和元年の確定値、〔 〕内の数値は平成 30年の確定値

３ 合計特殊出生率は、その年次の15歳から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、

１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの平均こども数に

相当する。

４ 参考の合計特殊出生率については、昭和 49年以降の数値による。

５ 分母に用いた人口は、総務省統計局の資料に基づき、令和２年 10 月１日現在の人口を厚生

労働省政策統括官付参事官付人口動態・保健社会統計室で推計したものによる。

指標項目
人 数

（件数）

対令和元年

（確定数）

との増減

率
【参考】

令和元年までの高知

県の最大・最小値

高知県 全 国
最大値 最小値

出 生 4,082 △188
6.0

（6.2）

6.8

（7.0）

28,656

［S22 年］

4,270

［R元年］

死 亡 9,995 △322
14.6

（14.9）

11.1

（11.2）

20,105

［T7 年］

7,014

［S62 年］

自然増加 △5,913 134
△8.6

（△8.7）

△4.3

（△4.2）

16,550

［S23 年］

△6,047

［R元年］

合計特殊出生率

（注３，４）

1.48

R 元 （1.47）

H30 〔1.48〕

1.34

R 元 （1.36）

H30 〔1.42〕

2.03

［S49 年］

1.29

［H21 年］

婚 姻 2,440 △190
3.6

（3.8）

4.3

（4.8）

10,986

［S22 年］

2,630

［R元年］

離 婚 1,148 △92
1.67

(1.79）

1.57

（1.69）

1,995

［H13 年］

644

［S13 年］

分母に用

いた人口

（注５）

686,000 △7,000 － －
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結果の要約（令和２年）

１ 出生数は減少

出生数は 4,082 人で、前年より 188 人減少し、出生率は人口千対 6.0 で、前

年の 6.2 を下回った。

２ 死亡数は減少

死亡数は 9,995 人で、前年より 322 人減少し、死亡率は人口千対 14.6 で、前

年の 14.9 を下回った。

３ 人口の自然減は縮小

出生と死亡との差である自然増加数は△5,913 人で、前年の△6,047 人より

134 人増加し、自然増加率は人口千対△8.6（前年△8.7）となった。

４ 合計特殊出生率は増加

合計特殊出生率*は 1.48 で、前年の 1.47 を上回った。

（*合計特殊出生率は、その年次の 15歳から 49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、

１人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの平均こども数に相当する。）

５ 婚姻件数は減少

婚姻件数は 2,440 組で、前年より 190 組減少し、婚姻率は人口千対 3.6 で、

前年の 3.8 を下回った。

６ 離婚件数は減少

離婚件数は 1,148 組で、前年より 92 組減少し、離婚率は人口千対 1.67 で、

前年の 1.79 を下回った。

７ 自殺者数、自殺死亡率ともに減少

自殺者数は 119 人で、前年から２人減少し、自殺死亡率は人口 10 万対 17.3

で、前年より 0.2 減少した。


